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第46回 常滑市農業まつり

　　　　問合せ　農業まつりについて　　　　　JAあいち知多本店☎34-5800

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　経済振興課☎47-6117 FAX34-９784

　　　　　　  　フードドライブ事業について　生活環境課☎47-6115 FAX35-3９3９

日時日時　　12月1日（日）10:00～14：00

場所　場所　ボートレースとこなめ

※詳細は、市ホームページを確認してください。

農業まつりでフードドライブ事業を行います

①消費期限が1カ月以上あるもの

②保管がしっかりされているもの（開封済み、日焼けしたものは不可）

③常温で保存できるもの

回収

品目

　未使用食品を回収し、社会福祉協議会を通じて福祉施設などに寄附します

ので、協力をお願いします。

　協力した人には水切りネットをプレゼントします。（数に限りがあります）

News
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   　問合せ　常滑まち歌舞伎（市川）☎34-5９９5

　　 　　平野令子創作舞踊研究所☎ 34-6183

市制70周年記念協賛事業

“生きるを楽しむ”創作舞台芸能部発表会

日時　11月10日（日）13:00～16:30(12:30開場）

場所　　市民文化会館 ホール

内容　　創作舞踊

　　　常磐津、乗合船恵方萬歳（浄瑠璃、立方）

　　　箏曲、安来節 など

料金　　無料
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問合せ　市文化協会☎35‐2９20

市制70周年記念協賛事業

今日の美術展 花書陶展

みんなで創ろう！風のうわさの常滑展

日時日時　　11月22日（金）～24日（日）10：00〜17:00

　　　※最終日は～16:00

　　　　花活け込み　22日（金）10:00　

　　　　茶会　　　　23日（祝）10：00～15：30

　　　　第40回文協映画祭「銀河鉄道の父」　

　　　　　23日（祝）11：30～(11:00開場）

　　　　　　　　　15：30～(15:00開場）　　

場所　場所　市民文化会館 

　　　展示室・ホール・中庭・あなたのギャラリー

内容　内容　花・書・陶、絵画、彫刻、写真を一堂に

　　　展覧！陶芸部出展の器で抹茶を提供し、

　　　陶芸作家の花器に花を活けます。

　　　芸術文化に触れてみませんか。

料金　料金　無料
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問合せ　生活環境課☎47-6115 FAX35-3９3９ 問合せ　生活環境課☎47-6115 FAX35-3９3９

　ごみの野外焼却（野焼き）は、法律および県の

条例により、原則禁止です。

　風俗習慣上の行事、農業を営むためにやむを

得ない場合など、例外的に認められている場合

もありますが、煙のにおいなどを迷惑に感じる

人もいます。

　周囲の人の迷惑になるような野焼きはやめ

ましょう。

・例外的に認められている場合でも、周囲の人

　の迷惑にならないよう十分配慮してください。

・住民の通報などで、周辺の環境に影響がある

　と認められた場合は、中止してください。

　なお、自宅から出た刈草や剪定枝は、資源回収

ステーションに持ち込むほか、6月から11月の刈

草・剪定枝の収集日に、もえないごみ・資源物の

集積場へ出しても処分することができます。

　市では環境美化条例を定め、無秩序な繁殖の防

止、疾病の感染防止、事故防止および周辺環境

の保全の観点から、猫の飼い主に、飼い猫を敷地

内で飼うよう協力をお願いしています。　

【おうちで猫と暮らすコツ！】

　猫は、次のような場所を用意すると屋内でも

幸せに生活することができます。

○上下運動ができる場所

○柔らかな布の上や暖かな場所など、リラック

　スできる場所　

○爪が砥げる場所

○外を眺められる場所　　

○隠れられる場所

　また、猫以外でも、ペットを飼っている人は、

ふんの放置など他人の迷惑にならないように、

マナーを守って飼いましょう。
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野焼きは禁止です 猫は家の中で飼いましょう

問合せ　生活環境課☎47-6115 FAX35-3９3９

　家庭で使用した食用油のリサイクルを推進

するため、専用ボトルを作成し、回収場所を6

カ所に増やします。

　定期的に回収しますので、ボトルに油を入れ

て回収ボックスに入れてください。この専用ボ

トルは、洗浄して繰り返し使用します。

　回収した廃食油はリサイクルし、セントレア

内のフォークリフトなどのバイオディーゼル

燃料としても活用します。

　もえるごみ・プラスチックごみの、より一層

の減量に協力してください。

開始日　10月31日（木）

ボトルの回収・配布場所

　市役所、青海・南陵公民館、市体育館、とこ

なめ市民交流センター、資源回収ステーション
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廃食油を
専用ボトルで回収します

問合せ　市民協働課☎47‐6108 FAX35-3９3９

　自転車乗車中の事故時の負傷の軽減、安全運

転意識の向上を図ることを目的に、県と協調し

て自転車用ヘルメットの購入に要する費用の

一部を補助します。

対象（市内に住所を有する人）

・平成18年4月2日～平成30年4月1日に生まれた人

・昭和35年4月1日以前に生まれた人

※電子申請の場合はマイナンバーカードが必要

補助金額　購入価格の2分の1（上限2,000円）

ヘルメットの要件

・自転車乗車用で新品で購入したもの。

・次のマークがついた安全性の認証を受けたもの

　SG・JCF・CE（EN1078）・GS・CPSC

・令和6年4月1日以降に購入したもの

申請期限　令和7年2月28日（金）

※詳細は市ホームページを確認して

　ください。
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自転車用ヘルメットの購入補助
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問合せ　常滑市三師会事務局（健康推進課）

　　　　　　 ☎34‐7000 FAX34‐９470

健康づくり講演会

「超高齢社会の脳神経疾患

 -特に脳卒中と認知症について-」

日時日時　　11月17日（日）14：00〜16：00

場所　場所　市役所 会議室F

内容　内容　高齢者がかかりやすい脳卒中と認知症の

　　　予防とかかったときの対処について

講師　講師　安藤哲朗さん

　　　（亀田総合病院

　　　 脳神経センター

　　　 脳神経内科部長）

対象　対象　どなたでも

定員　定員　100人※申込不要

料金　料金　無料

※スマイルポイントカードを持っている人は

　持参してください。
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問合せ　ねんきん加入者ダイヤル ☎0570-003-004

国民年金制度

　国民年金保険料は、所得税および住民税の申

告において全額が社会保険料控除の対象にな

ります。

　家族の国民年金保険料を支払っている場合

は、自身の国民年金保険料に加え、その保険料

も控除が受けられます。

　控除を受けるためには、納付したことを証明

する書類の添付が義務付けられています。

　日本年金機構から11月上旬に「社会保険料（国

民年金保険料）控除証明書」が送付されますので、

年末調整や確定申告の際に使用してください。

　なお、10月1日(火）から12月31日(火）の期間

に、今年はじめて国民年金保険料を納めた人へ

の送付は、翌年 2月上旬になります。

　保険料は納め忘れのないようきちんと納め

ましょう。

News
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医療費を大切に
国民健康保険・後期高齢者医療制度・福祉医療制度

問合せ　保険年金課☎47-6114 FAX34-5607

医療機関などの受診にあたって

お医者さんのかけもち（重複受診・多受診）はやめ

ましょう

　同じ病気で複数の医療機関を受診すると、医療費

が増えるだけでなく、重複する検査や投薬によって

体に悪影響を与えてしまうなどの心配があります。

かかりつけ医、かかりつけ薬局をもちましょう　

　紹介状がないまま大きな病院にかかると特別料

金がかかる場合があります。気になることがあっ

たら、まずはかかりつけ医に相談しましょう。

診療時間内に受診しましょう

　夜間や休日に開いている医療機関は、緊急性の

高い患者さんを受け入れるためのもので、本来の

医療費のほかに割増料金が加算されます。

健康診断を毎年受けましょう

　生活習慣病の多くは、自覚症状がほとんどなく、い

つの間にか病気が進行してしまう危険があります。定

期的に健康診断を受け、健康管理に注意しましょう。

ジェネリック医薬品を活用しましょう

　ジェネリック医薬品（後発医薬品）は、新薬と同様

の成分・効能をもちますが、開発の期間や費用が大

幅に削減できるため価格も安く、患者さんの自己負

担の軽減や医療費の節約にもつながります。

小児救急電話相談

　夜間にお子さんの急な病気で心配になった場合、

小児科の医師や看護師から、症状に応じた適切な対

処の仕方などのアドバイスが受けられます。

小児救急電話相談

1９:00 ～翌朝 8:00

☎＃ 8000 または☎ 052-９62-９９00
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11月はオレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン

問合せ　子育て支援課☎47-6150 FAX35-787９

　児童虐待は、社会全体で解決する問題です。あなたの連絡・相談が子どもを守るとともに、子育てに悩む

保護者を支援するための大きな一歩となります。

虐待かもと思ったら189番へ

・ 虐待かもと思った時などに、すぐに児童相談所に通告・相談ができる全国共通の電話番号です。

　通告・相談は、匿名でもでき、通告・相談をした人、その内容に関する秘密は守られます。

・ 虐待されている確信がなくても連絡してください。

　電話をする際は、「もし違ったらどうしよう」「児童虐待かもしれないけど、確信が持てない・・・」とた

　めらってしまうかもしれません。しかし、連絡する人が虐待かどうかを判断する必要はありません。早期

　発見できれば、問題が大きくなる前に解決できます。

　虐待のサインを少しでも感じたら、ためらわず連絡してください。

・ 自分のしていることは虐待かもしれないという悩みも相談してください。

　　　　児童相談所全国共通3桁ダイアル「☎18９（いちはやく）」

News
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11月30日（いい看取り・看取られ）は「人生会議」の日

問合せ　高齢介護課☎47-6133 FAX34-7745

　人生の最終段階の医療やケアについて、家族や大切な人たちと何度でもくり返し考え、話し合うことを「ACP（ア

ドバンス・ケア・プランニング）」と言い、厚生労働省は「人生会議」という愛称で啓発活動を進めています。

　人生の最期が、いつ訪れるか誰にもわかりません。命の危険が迫った状態になると約7割の人が医療やケアな

どを自分で決めたり、望みを人に伝えたりすることができなくなると言われています。

　だからこそ、自らが希望する医療やケアを受けるために、大切にしていることや望んでいること、どこでその

ような医療やケアを望むのかを自分自身で前もって考え、信頼する人たちと話し合い、共有することが大切です。

　市は、医師や専門職らとの話し合いのもとリーフレットを作成しました。自分らしい最期を迎えるためにあ

なたの思いを伝えてみませんか。リーフレットは高齢介護課、市民病院、高齢者相談支援センターなどに設置

しています。

　「人生会議」について詳しく知りたい人は、厚生労働省の

ホームページを確認してください。

「もしも」のときの医療・ケアについて～大切な人に伝えてみませんか～
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問合せ　消防本部消防課☎35-7100 FAX34-8777

　名古屋市消防航空隊との協力体制の確認と

連携強化を目的として、合同救助訓練を実施し

ます。

　公園内に一時立ち入り禁止エリアを設ける

ことがあります。騒音などでもご迷惑をお掛け

しますが、消防活動にご理解、ご協力をよろし

くお願いします。

日時　12月3日（火）13：30～16：00

場所　小脇公園

News
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名古屋市消防航空隊
合同救助訓練

News
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あいち技能五輪・
アビリンピック 2024

　全国の青年技能者と障がいのある人が、技

能日本一を目指します。

　地元グルメを提供するキッチンカーの出店

や、小中学生向けのモノづくり体験なども実

施します。ぜひ来場してください。

競技日競技日　　11月23日（祝）・24日（日）

　　　　※一部先行実施する競技があります

場所　場所　県国際展示場（Aichi Sky Expo）

　　　旧県立常滑高等学校

問合せ　県労働局産業人材育成課技能五輪・

　　　　　アビリンピック推進室☎052-９54-6９72

News
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国による全国瞬時警報システム（Jアラート）を活用した訓練

問合せ　防災危機管理課☎47-6107 FAX35-4567

11月5日（火）10:00　 緊急地震速報訓練

11月20日（水）11:00　全国一斉情報伝達訓練

全国瞬時警報システム（Jアラート）

▲ 同報無線スピーカー

　市役所の館内放送、同報無線による放送、市公式アプリ「とこなめ防

災」での配信、同報無線メールの配信、市ホームページへの掲載、CCNC（知

多半島ケーブルネットワーク）コミュニティチャンネル（111・112・121・

122ch）のL字画面でのテロップ配信を行います。

国から送信される津波警報や弾道ミサイル発射などに関する

国民保護情報などの情報を住民の皆さんにお知らせするシステムです。
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とこなめ陶の森　企画展

問合せ　とこなめ陶の森☎34-52９0 FAX34-6９7９

　廻船問屋瀧田家は、伊勢湾周辺と江戸の商品を

運ぶ廻船業を営んできました。

　今回の企画展では、江戸から駿河を範囲とした

関東方面での廻船活動に関

する取引や帳簿、書状を展

示することで、瀧田家の社

会的役割や常滑と各地域と

の関係性を明らかにします。

『瀧田家の廻船文書』展 part 肆

日時　11月30日（土）～12月27日（金）

【講演会】

瀧田家と関東地域の商人

日時　12月7日（土）13：30～15：00

場所　資料館 講座室

講師　曲田浩和さん（日本福祉大学）

定員　40人

料金　無料

【瀧田家文書を読む会】

　瀧田家に残された貴重な古文書を実際に読むこ

とができる勉強会です。古文書を読んだことがな

い人でも気軽に参加することができます。

日時　11月30日（土）

場所　資料館 講座室

定員　40人

料金　100円（資料代含む）

【瀧田家の廻船文書Ⅳ】

　今回の企画展で展示される

資料を含め、85点の古文書が

収録されています。

料金　800円

News
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問合せ　とこなめ陶の森 陶芸研究所

　　　　　　　　☎・FAX35-3９70 

とこなめ陶の森 陶芸研究所
の屋上から夕日を見よう！

　小高い丘の上に建っているので、セントレア

から伊勢湾、鈴鹿山脈までを一望できます。期

間中は自由に屋上にあがれます。

日時　　11月10日（日）～12月22日（日）

　　　夕日が見える時間～17：00

※11月10日と12月22日の16:00から建物案内を

　実施します。申し込み不要です。

　16:00までに本館エントランスに集合してく

　ださい。

対象　　どなたでも（小学生以下は保護者同伴）

料金　　無料

News
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問合せ　常滑児童センター☎・FAX35-3666

　市内の児童館が大集合！工作や遊びのコー

ナーを準備して待っています！ぜひ遊びにき

てください。

日時　令和7年1月11日（土）12:00～15:00

　　　※11:45受付

場所　　市体育館

申込期間　　12月1日（日）～14日（土）

市制70周年記念事業

じどうかんフェス


